
さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
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く
に
文
字
は
、
時
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を
超

え
る
情
報
の
伝
達
手
段
と
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し
、

あ
ア
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かつて石に彫られたり、木に筆で書かれていた文字
は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
文
字
は
、
時
間
や
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を
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写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
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に
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は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
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に
文
字
は
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かつて石に彫られたり、木に筆で書かれていた文字
は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
文
字
は
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は
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、
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を
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し
、

あ
ア
安
かつて石に彫られたり、木に筆で書かれていた文字
は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
文
字
は
、
時
間
や
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を
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と
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は
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、
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、
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かつて石に彫られたり、木に筆で書かれていた文字
は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
文
字
は
、
時
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や
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を
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の
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と
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かつて石に彫られたり、木に筆で書かれていた文字
は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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さまざまな影響を受けながら、文字は
そのカタチを変えてきたのです。

文
字
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
得
た
知
識
や
考
え
を
他

人
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
文
字
は
、
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や
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は、やがて木版や金属活字で印刷されるようになり、
写真植字を経て、現代ではDTPシステムによるデジ
タルフォントが数多く使われるようになりました。永
い年月のなかで、テクノロジーやメディアの変化など、
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